
デジタルを活用した
これからの学び

これからの学校教育においては、子供が ICT も活用しながら

自ら学習を調整しながら学んでいくことができるよう、

「個に応じた指導」を充実することが必要

個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けて

中央教育審議会「「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現～」（令和３年１月26日）より抜粋

デジタルを活用した
これからの学び の提案



「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」に向けて
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「中央教育審議会『令和の日本型学校教育』の構築を目指して ～全ての子供たちの可能性を引き出す、

個別最適な学びと、協働的な学びの実現～（答申）」（令和３年１月）に記された「個別最適な学びと協働

的な学びの一体的な充実」について、私たち教師はこの言葉の具現化に悩んでいます。

協働的な学びについては比較的イメージしやすいものの、個別最適な学びのスタイルについては、まだ十

分に共有できていない状況です。

東京都教育委員会では、国のワーキンググループにおける議論を注視しつつ、これからの学びの在り方に

ついて先進的に取り組んでいる地区を参考にして研究を進めてきました。そこから見えてきたものは、学び

方を身に付け、自己調整を図りながら主体的に学習に取り組む子供の姿です。そして、これからの子供たち

には、答えが唯一ではない問いに対して、協働でアイデアを出し合いながら、最適解・納得解を見付けて解

決していこうとする学びに取り組むことが必要ではないでしょうか。

次代を生きる子供たちのため、これからの授業の在り方を考えるための一つの提案として、本資料を御活

用いただければ幸いです。



「デジタルを活用したこれからの学び」で身に付ける資質・能力

学習者のエージェンシー：複雑で不確かな世界を歩んでいく力

・将来に向けて準備ができている生徒は、自らの教育や生活全体を通して、エージェンシーを発揮していく必要がある。

・エージェンシーは、社会参画を通じて人々や物事、環境がより良いものとなるように影響を与えるという責任感を持っていることを含意する。

また、エージェンシーは、進んでいくべき方向性を設定する力や、目標を達成するために求められる行動を特定する力を必要とする。

（「OECD Education 2030プロジェクト」より）

予測困難な時代において、よい変化を起こそうと※、

自分で課題を設定し振り返り、責任をもって行動する力

デジタルが充実した環境の中、これからの時代を生きる子供たちに対して、以下の力を育成することを提案します。

参考資料

※「学習者のエージェンシー」を参考に作成
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これまでの授業 これからの授業

次のスライドで具体的な授業デザインのイメージを示します。

これからの学びにおける授業の在り方を考える ～授業コンセプト～

これからの時代に向けた資質・能力を育成するためには、どのような授業が求められるのでしょうか。

長い間教師は、自分が知識を伝達するということに慣れてきたため、知識を伝達することを自分の存在価値のように思いが

ちです。しかし、これからの授業をデザインするにはその指導観を変える必要があります。

これまでの教室で見られた教師が子供を教えるような授業だけでは、これからの社会を生き抜くための資質・能力を育成す

ることができません。自ら見通し（学習計画）を立て、他者と協働しながら調べ、考え、自分なりの答えを導き出すような主

体的な学びが求められています。

学びたいという子供の意欲をどのように喚起することがよいのか、教材をどのように準備することがよいのか、などを注意

深く検討し、子供の学びの文脈に寄り沿って支援するという指導観が求められます。

そのためには、子供が自ら学び方を選択し自立した学習者になることを目指した授業となるよう、教師が指導観を変え、

それに基づいた授業デザインを実現することが重要となるのではないでしょうか。
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教師が一方的に話し、子供はそれを聞いている

教師が子供の学習配当時間を決める

教師が学び方を細かく指示する

子供が主体的に学習活動をしている

子供が自ら見通し（学習計画）を立てる

子供が自分で決めた方法で調べ、考える



デジタルを活用した新しい学びを実現する授業デザイン（１単位時間当たりの例・単元の場合も同様）

このモデルは、１単位時間の構成だけでなく、数単位時間の単元ごとや、１単位時間の
中で細分化するなど、柔軟に対応することができます。
まずは、現在の総授業時間数の２割程度を目標に始めてみませんか。

デジタルを活用したこれからの学び ～授業デザイン例～

子供が自ら学び方を選択し、自立した学習者になることを目指した授業デザインの例を示します。

このような授業を実現するために必要なことは何でしょうか。

学びの時間（教師が一斉指導を行わない時間）

何をどう調べ、どうまとめるかを自己決定しながら、

各自が自分のペースで学習を進める。

（作業を個人で行うか、他者と協働で行うかも各自が

決める。）

発展的な
学びの時間

振り返り

進度が早い子供は、
発展的な学習課題を
各自で設定

学習課題の設定

4イラスト 文部科学省「『新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について』
最終報告」（令和4年3月）より



Learning Process

Thinking Skills

子供が自己決定できる授業を行うために必要な要素

次のページから具体的に説明します。

Digital Utilization
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デジタルを活用したこれから学びを実現する授業デザインに必要な要素として、以下の三つを示します。

① 学びのプロセス（子供）

③ デジタルの活用（教師・子供）

② 思考スキル（子供）



① 学びのプロセスについて

主体的な学びを行うためには、以下のプロセスを子供自身が決定しながら学習を進めることが大切です。学びの過程に

おいて、どの場面にいるかを意識し、次のステップに向けて活動できるようにすることが重要です。

何を学ぶか、どのように学ぶか、子供たち自身が切り開いていくことが求められています。

○何を学ぶか ○どのように学ぶか

○一人で学ぶか、誰かと一緒に学ぶか

振り返り

○学習内容の振り返り

○学習方法の振り返り

教師は、子供たちの疑問を引き出すような発問を行い、見通し（学習計画）について確認・助言を行います。

さらに、学習課題の設定から振り返りまで、各プロセスの進捗を把握しながら、最後は、自らの学び全体を振り返らせ

るようにします。振り返りでは、学習の感想を記すのではなく、学習内容及び学習方法を振り返らせるようにします。 6

○各プロセスを意識した学習 ○試行錯誤しながら自分に合った方法で学習

○個人作業や協働作業を自分で選択 ○学習課題の再設定

学習課題の設定 見通しの設定
活動

情報収集 整理・分析

まとめ説 明



②思考のスキルについて

思考の始まり 思考の深化 高度な思考の獲得

比較 順序付け・関連付け 抽象化・構造化

思考のスキル

考えるための技法

学びのプロセスにおける「整理・分析」「まとめ」においては、物事を比較・分類することや、多面的・多角的に捉えて考えるこ

とが大切です。比較することなどを思考のスキルと呼びます。思考のスキルを身に付けることで、子供は、より多様な関連や様々な

性質に着目したり、対象がもつ本質的な共通点や固有の性質に気付いたりすることができます。

思考のスキルを身に付けさせるためには、子供の習熟の状況等を踏まえながら教師が声掛けをしたり、

例えば、ベン図などの思考ツールやＫＪ法的分類法等を用いて可視化する活動を取り入れることで、

思考が深まり、協働的な学びをしやすくなります。また、学習の振り返りや指導の改善にも活用できます。

構造化

分類

比較

抽象化

一般化

7

順序付け

関連付け
多面的・
多角的



○プレゼンテーションアプリ○ネット検索（AI検索） ○ノートアプリ
〇ホワイトボードアプリ

③ デジタルの活用について（例）

振り返り

情報収集 整理・
分析

まとめ説 明
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学習課題
の設定

見通しの
設定

活動

●生徒は、お互いの学習をリアルタイムで自由に閲覧できる。

これにより、各活動中に他者の活動内容を適宜参考にして、自分の考えを深めることが可能

●教師は、全員の活動状況をリアルタイムで把握できる。

これにより、子供が個々に活動している状況でも適宜助言・アドバイスが可能

○ネット検索（AI検索）○ノートアプリ ○ノートアプリ
〇フォームアプリ



今後、都教育委員会は、デジタルを活用した

これからの学びについて、さらに研究を進めていきます。

「デジタルを活用したこれからの学びの提案」

発行 東京都教育庁総務部教育政策課（令和５年３月） 9


